
4. 解析結果
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トモエゴゼンを用いた超新星の可視光多色撮像
データから得られる考察
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1. イントロダクション  
 超新星は、恒星が寿命を終える際に爆発的な発光を起こす突発
天体で、スペクトルや光度曲線の概形などによる分類が存在する。

マルチバンドでの測光観測を行い3つの超新星の光度変化を追跡
し、光度曲線から超新星を分類、考察した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1.1 超新星の光度曲線

5. 考察
SN2023ixf
スペクトルから水素の輝線が見える → Ⅱ型
光度曲線が線形に減少している (図4.1)→ Ⅱ-L型

SN2024acn
スペクトルから水素の輝線が見える → Ⅱ型
Plateau(= 平坦な)状態がみられる (図4.3)→ Ⅱ-P型

SN2024djz
水素の輝線が無く、ケイ素の吸収線  → Ⅰa型
光度曲線の概形も一致する(図4.5)

木曽での観測値と ZTFの観測値の差
木曽の観測値では母銀河の成分を取り除いて
いないがZTFでは母銀河の成分を補正してい
るため観測値に差が出ていると思われる。

母銀河であるM101の渦状腕の部分に存在する
SN2023ixfは、観測値との差がgバンドで1.2等
級だがrバンドでは0.6等級であり、gバンドの
ほうが観測値との差が大きいことがわかる。
これはM101のカタログ値[5]と一致する。

2. ターゲットと観測
日時: 2024年3月18日,21日,26日　　　
場所: 東京大学木曽観測所　　
望遠鏡: 105 cmシュミット望遠鏡　　　
撮像装置: Tomo-e Gozen
対象: SN2023ixf, SN2024acn, SN2024djz
フィルター: B, V, R, I
積分時間: 60 s (0.5 s × 120フレーム)     　　　　

 　   図2.2 SN2023ixf                図2.3 SN2024acn              図2.4 SN2024djz

 今後の展望
・母銀河成分を取り除き、より正確な測光解析を行う。
・他の超新星の光度曲線と今回得た光度曲線をフィッティングし、
　より正確な超新星の分類を行う。

3. 解析方法
① 一次処理(ダーク減算・フラット割り)を行っ
　た画像に対してAPT(Aperture photometry tool)
　[2]を用いて超新星を測光

②木曽観測所で４つの観測バンド（B,V,R,I）
　を用いて測光した結果をZTFの観測バンド
　(g,r,i)に補正

③木曽での測光値とZTFの測光値[3]を用いて
　各バンド(g,r,i)の光度曲線を作成　　　　

④バンド変換時に生じる補正誤差と測光時
　の誤差をどちらも2乗しその和の平方根
　を取ることで総合的な誤差を求める　　　

　　　　　　
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図4.2 SN2023ixfのカラー曲線

図4.4  SN2024acnのカラー曲線

図4.6 SN2024djzのカラー曲線

図4.1 SN2023ixfの光度曲線

図4.3 SN2024acnの光度曲線

図4.5 SN2024djzの光度曲線

   図1.2 超新星と母銀河図1.1 超新星の分類[1]
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図5.1 SN2023ixfのスペクトル[4]

図5.2 SN2024acnのスペクトル[4]

図5.3 SN2024djzのスペクトル[4]
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図3.1 測光の様子　　

図3.2 変換式と補正誤差
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